
要 旨

本稿では1906年に日本人のための朝鮮語学習書として、日本に亡命していた韓国人の安

永中(1870年～1910年)により松雲堂で発行された『韓語』に現れる韓国語を分析し、開

化期の韓国語の特徴を概観した。著者は卷頭の「例言」で、本書は専ら日本人の朝鮮語

学習のために古籍や自分の研究等により編纂し、日本語文法に依ることと、用言の活用

のように変化の多い用法の習得に重点をおき、会話文も重視していることを示してい

る。本書は誤字も少なく、開化期の識者層の韓国語をよく反映している点で開化期の韓

国語の資料として価値をもつといえる。今後、明治期の他の朝鮮語学習書や韓国人のた

めの日本語学習書を考察することで、現代韓国語の形成過程をより明らかにできると期

待される。

キーワード：韓国語 開化期 朝鮮語学習書 韓語 安永中

1．はじめに

本稿では1906年に日本人のための朝鮮語学習書として、日本に亡命していた韓国人の安

永中(1870年～1910年)により松雲堂で発行された『韓語』1)に現れる韓国語を分析し、開

化期の韓国語の特徴を概観する。著者は卷頭の「例言」2)で、本書は専ら日本人の朝鮮語

学習のために古籍や著者の研究をもとに編纂し、日本語文法に依ることを記している。

* 岡山大学 全学教育・学生支援機構 基幹教育センター

1)『韓語』は、明治39年7月に安永中著で松雲堂で出版された韓国語学習書で、本稿では『歷代韓國文法大系』第2部第12

冊を分析対象にした。参考までに国立国会図書館所藏(近代デジタルライブラリー)の『韓語』には「例言」がついてい

ない。本書の奥付は以下のようになっている。

明治三十九年七月十五日印刷

明治三十九年七月二十日發行

定價金壹圓

著者 安永中

発行者 石塚猪男藏 大阪市東區安土町四丁目卅番屋敷 

印刷製本所堀越幸 大阪市西區阿波座二番町一番地

賣捌所 虎與號書店 長崎市酒屋町

2)（前略）本書ハ古籍ニ散在セル材料ト故老口傳ノ實例トニ處リ著者多年ノ硏究ト經驗トニ依リテ得タル結果ヲ參酌シテ

編纂シタモノナリ（中略）本書ハ專ラ日本國民ニシテ韓語ヲ硏究セントスル人ノ便益ヲ圖ルモノナレバ書中各品詞ノ稱

號及其用法ハ一ニ日本文法ニ依ルハ勿論其說明ヲモ日本語ヲ以テ之ヲナシタリ（後略）
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２.『韓語』について

2.1. 著者

著者である安泳中(1870年生～1910年沒、享年41歳)は朝鮮の文臣3)であり、1895年に朝

鮮の改革派政治家の朴泳孝と共に日本に亡命し、1907年まで京都府立商業学校・島根県立

商業学校・長崎高等商業学校で韓国語教師として努めた人物である。彼は漢学や詩賦に深
く4)、日本語も堪能たったといわれる。『韓語』は長崎高等商業学校に努めていた1906年

に刊行されたが、彼が1895年から日本に滞在していたことを考慮すると、本書には19世紀

末の韓国語の特徴も多く反映されていると考えられる。

<表1> 安泳中の主な履歴

2.2. 本書の構成

本書には題字や目次はなく、巻頭に隈本有尙9)の「序」と著者安泳中による「例言」、

3) 安泳中は1894年7月に当時朝鮮の内務省に当たる內務衙門の內務主事を努めた。內務衙門には大臣1名、協辦1名の下に7

局があり、各局には參議1名と主事2∼6名が事務を担当した。安泳中が日本亡命中に行動を共にする朴泳孝(1861年～

1939年)は1894年～1895年において內務衙門の內務大臣であった。

4) 本書の卷頭にある隈本有尙の「序」には次のような記述がある。

　 「安氏ハ韓國ノ名士ニシテ漢學ノ素養深ク詩賦ニ長ジ書法ニ巧ナリ我邦ニ流寓スルコト十餘年日本ノ語學ニ究メ日韓兩
語ノ比較硏究ヲ試ミ造旨スル所少シトセズ曩ニ京都及ビ松江ニ於テ韓語ヲ敎授シテ其成績見ルベキコト今其ノ學識ト經

驗トヲ傾注シテ這般ノ著アルニ至ル」

5) 朴泳孝は1895年7月に日本に亡命したが、そのとき安泳中も一緒に亡命した可能性が高い。『韓國近代史資料集成』1卷

「要視察韓國人擧動」の1896年6月12日の記録には、安泳中を「朴氏隨行員」と記している。「朴泳孝ニ面會ヲ求メタ

ルモ是亦其意ヲ果サス朴氏隨行員安泳中ニ面會シタリトテ」

6)『韓國近代史資料集成』1卷「要視察韓國人擧動」の1897年7月26日の記録には、安泳中が京都商業學校敎師であること

が記されている。「右之者京都商業學校敎師ニ候處本月二十一日縣下阿武郡萩町大字江向村ニ僑寓セル同國人李奎完ノ

許ニ來着セリ其目的ハ賜暇中避暑ノ爲メ李ヲ訪問シタルモノニシテ別ニ異狀無之此段及申報候也」

7)『韓國近代史資料集成』1卷「要視察韓國人擧動」の1898年12月21日の記録には以下のような記述がある。

「外務大臣ヨリ歸國差止ノ命令ヲ解除セラレタル韓人安泳中ハ昨午前十一時三十分三宮驛着列車ニテ大磯ヨリ來リ榮町　

三丁目西村ニ投シ本日出帆ノ汽船筑後川丸ニテ歸國セリ」

8)『韓國近代史資料集成』1卷「要視察韓國人擧動」の1899年11月9日の記録には以下のような記述がある。

「韓人安泳中·千應聖ノ兩名ハ昨八日午後三時入港ノ筑後川丸ニテ安ハ木浦ヨリ千ハ仁川ヨリ來神榮町三丁目旅人宿廣

島屋方ニ投セリ安ハ直ニ朴泳孝ヲ訪問セリ」

9) 隈本有尙(1860年～1943年)は日本の教育者で、著者安泳中が長崎高等商業学校に努めながら『韓語』を出版した1906年

に長崎高等商業学校初代校長(1905年～1909年)を歴任した人物である。

1994年7月 朝鮮の內務衙門の內務主事(官職)
1895年 日本亡命5)
??～1898年 京都商業學校の韓国語教師6)
1898年12月21日 朝鮮に帰国7)
1899年 漢城義塾(1899年4月から校名を樂英學校に変更)の教師
1899年11月9日 再び度日8)
1903年4月 島根県立商業学校(島根県立松江商業高校)の韓国語教師
1905年8月～1907年3月 長崎高等商業学校(現在の長崎大学)の韓国語教師
1907年6月 朝鮮に帰国
1909年9月 山口高等商業学校(現在の山口大学)の韓国語教師
1910年11月 休養のため帰国・釜山到着直後に逝去、享年41歳
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本文（全48章）と附錄で構成されている。

本文は第一章から第三章で韓国語の文字(ハングル)の仕組みや発音法に関する説明を

し、第四章から第四十八章までは文法と文を学習できるように、各章の第一節では韓国語

の単語や用言の活用形を提示して片仮名で音注と韓国語に対応する日本語をつけている。

韓国語の漢字語と対応する日本語の漢字語が異なる場合は、韓国語単語の漢字語を括弧に

入れて提示している10)。第二節（および第三節）では第一節で提示された単語や用言を用

いる韓国語文をハングルのみで提示しており、対応する日本語の訳はついていない。附錄

には動詞活用表と形容詞活用表が付いている。

<表2> 『韓語』の構成

<図-１>　『韓語』

10) 例えば次のように提示されている。

(韓-87) 본젼 資本(本錢)

(韓-124)  職業(生涯)

11) 第四章から第四十八章には題が附けられていないが、『歷代韓國文法大系』第2部 第12冊での目次を紹介する。

第五章 名詞語尾 第六章 套語 第七章 代名詞 第八章 動詞/名詞語尾

第十一章 套語活用 第十三章 形容詞 第十五章 不規則動詞 第十八章 數詞

第二十章 金錢及量衡 第二十二章 年月日 第二十三章 形容詞 第二十四章 身體

第二十九章 形容詞 第三十章 天文地理 第三十一章 動詞 第三十二章 社會地理

第三十三章 形容詞的熟字 第三十四章 飮食 第三十六章 病疾醫療 第三十八章 四柱八字

第四十章 家具汁器 第四十一章 動詞 第四十三章 動詞 第四十四章 家屋閭巷

第四十五章 形容詞 第四十六章 禽獸 第四十七章 形容詞 第四十八章 人倫

標題

序

例言

本文

(1~262頁)

第一章 諺文(半切 第一節 父音 第二節 母音

第二章 子音 單音 第一節 子音 第二節 單音

第三章 複音 第一節 終聲(밧침) 第二節 單綴發音例 第三節 重綴發音例 
第四章 ~ 第四十八章11) 

附錄

(263~295頁)

動詞活用表 

形容詞活用表
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3.『韓語』の韓国語について

本章では『韓語』に現れる韓国語の特徴(語彙・音注・助詞・語尾など)を概観する。本

書の「例言」12)では用言の活用のように変化の多い用法の習得に重点をおき、会話文も重

視していることが記されている。本書は誤字も少なく、開化期の識者層の韓国語をよく反

映している。著者の方言の影響もみられるが、全般的に開化期の韓国語の姿をよく反映

し、用言が多く提示されている点が特徴である。

3.1. 語彙について

次は本書に現れる韓国語の特徴を示す語形である13)。前舌母音化や高母音化と関わる語

形は当時の一般的な語形と類似しているが、長音を2文字で表記した語形や「스>시」と

「더>드」の語形は特有のものである。

◎ 前舌母音化と関わる語形
(韓-186) 오즉 (韓-120) 일 (韓-110) 츔 (韓-241) 즘
(韓-110) 심 (韓-254) 질겁게 (韓-246) 질기시오

(韓-248) 부지런14)
◎ 高母音化と関わる語形

(韓-71) 아모리  (韓-109) 얼골  (韓-110) 죡 (韓-71) 모도

(韓-59) 죠곰 (韓-92) 아죠 (韓-68) 모통이 (韓-75) 나죵에

(韓-92) 도모지 (韓-230) 기동

◎ 長音を2文字で表記した語形
(韓-192 거어지 (韓-68) 소옥 (韓-77) 셰음 (韓-130 소음　음

◎ 現代語の「스」を「시」で、「더」を「드」で表記した語形
(韓-188 오늘은 이샹이 시댱여 못견듸겟시니 무엇시든지 되는로 어셔 가져 오나라

(韓-146) 겨울은 가 너무 느닛가 무신 일을 여 볼 슈가 업십듸다

(韓-35) 가셧십드닛가? 갓십드니다

(韓-75) 미리 아시게 엿드면 됴앗실것슬 가 다 잘못엿쇼

(韓-51) 무엇 못될것도 업시리다

(韓-32) 그 벼룻샹은 뉘게 잇든것시오?  
(韓-75) 어제 오실 쥴 알앗드면 기릴 것슬 몰는 닥에 못 기렷쇼

◎ その他
(韓-230) 아궁지 (韓-166) 능금 林檎 (韓-241) 광이 猫 
(韓-173) 키다 (韓-206) 이 겅 (韓-37) 우에 ナゼ

(韓-124)  職業(生涯) (韓-125) 무역 貿易 買ヒ集メル

(韓-110) 혀 힘15) (韓-167) 김치16)

12)（前略）每章必ズ首ニ短語ヲ擧ゲ次ニ對話的連語ヲ設ケ簡ヨリ潔ニ入リ近ヨリ遠ニ及ボシ以テ系統的ニ組織スル事ヲ勉

メタリ（中略）本書ハ主ニ動詞形容詞及後置詞ノ如キ變化多キモノヲ網羅シ以テ說話活用ノ妙法ヲ示ス事ヲ勉メタリ名

詞ノ如キ不變化詞ハ他ノ書籍ニ依ルニ妨ゲナカルベケレバナリ（後略）

13) 以下、『韓語』(1906年)は「韓」と表示し、数字は頁番号を示す。分かち書きや「?」は便宜上筆者がつけたものであ

り、本書において文節は「그이는,우리,친구요,」のように「,」で区切られている。『実地応用朝鮮語独学書』(1896

年)は「実」、『韓語敎科書』(1905年)は「韓敎」、『日韓會話』(1894年)は「日會」、『朝鮮語学独案内』(1894年)

は「朝独」、『日韓英三國對話』(1892年)の文は「三」、明治16年本『交隣須知』は「交」と表示する。

14) 他の開化期の朝鮮語学習書の語形は以下の通りである。

(交-1-41) 부즈러이 (三-172) 부즈런이 (実-142) 부즈런이 (韓教-137) 부즈런이 

15) 本書では「혀ハ一ニ셔ト云ヒ힘ハ심トモ云フ(韓-110)」と記されている。他の開化期の朝鮮語学習書の語形は以下の

通りである。

(日會-88) 셰 (朝独-64) 셰 (三-67) 셔 (実-36) 셰 (韓教-190) 혜

(日會-151) 심이 (三-11) 심써 (交-1-29) 심써 (韓教-43) 심씨

16) 本書では「김치ハ沈菜ノ音卽チ침ノ訛ナリ(韓-167)」と記されている。他の開化期の朝鮮語学習書の語形は以下の

－  10  －

陳　南澤



(韓-146) 느닛가 (韓-153) 미리견 米利堅

3.2. ハングル文字の分類および音注について

朝鮮語学習書におけるハングル文字の分類方法は、1)「母音 子音」、2)「父音 母音 子

音」で大きく分けられるが、本書では「父音17) 母音18) 子音19)」で分類している。

本書において、各章の第一節に提示されている韓国語単語には片仮名で音注が施され、

また対応する日本語の単語を提示しているが、第二節の韓国語の文はハングルのみで、日

本語の対訳文やハングルに対する仮名音注は施されていない。この音注は当時の韓国語の

発音を示しているところもみられるが、全般的に朝鮮語学習書の伝統的な音注表記に従っ

ており、文字転写の性格が強いといえる。

(韓-22) 냥반 ニャンバン 御方(兩班) (韓-140) 화계 フワケイ 花壇 (韓-58) 일홈 イルホム 名前

(韓-130) 입울 イブウル 夜具 (韓-78) 닐흔 ニルフン 七十 (韓-140) 쇼기 ソナイキ 夕立

(韓-166) 약념 ヤクニヨム 藥味 (韓-140) 안 アンカイ 霧 (韓-22) 의 ア井　

3.3 助詞

本書における助詞の用法は当時の他の朝鮮語学習書より現代韓国語と類似しているが、

伝統的な用法も見られる。本書では、主題格助詞「는/은/슨」、主格助詞「가/이/시」、

目的格助詞「를/을/슬」、他に「에 에게 안테  셔 와 과 고 의 도 보다 부터 지 

더러 로 으로 스로 노」が使われ20)、「   」は助詞としても連体形語尾として

も本書で使われていない。

　◎ 主題格助詞
(韓-32)　사은  (韓-46)　시표는 (韓-21)　그것슨

(韓-32)　붓슨 (韓-91)　갑슨

　◎ 主格助詞
(韓-67) 사이 (韓-46) 시표가 (韓-229)　그것시

(韓-106) 시 (韓-111) 빗시 (韓-148) 시

　◎ 目的格助詞
(韓-104) 녁을 (韓-50) 친구를 (韓-76) 그것슬

通りである。

(実-45) 침 (実-81) 김치 (日會-117) 침치 / (日會-121) 김치

(三-116) 김치 (韓教-254) 김치

17) 本書では「ㅣ」を父音としても分類している点が目立つ。

第一章 第一節 父音 (韓-2) 

ㄱ ㄴ ㄷ ㄹ ㅁ ㅂ ㅅ ㅣ ㅇ ㅈ ㅊ ㅋ ㅌ ㅍ ㅎ
18)「母音」は他の朝鮮語学習書と同様に分類されている。

第一章 第二節 母音 (韓-5) 

開口(ㅏ ㅑ) 咽喉(ㅓ ㅕ) 舌(ㅗ ㅛ) 唇(ㅜ ㅠ) 牙(ㅡ ㅣ ㆍ)

19) 第二章と第三章では以下のように分類している。「ㅣ」を終聲としても分類している点が目立つが、「개」のように

「子音」に付く「ㅣ」は「半母音」と称され、單音に準じて取り扱う(韓-12)。また「개」の「ㅣ」は「エ」のように

発音(개 ケ)するが、「ㅜ ㅠ ㅡ」に続く「ㅣ」は「ㅣ」と発音する(韓-14)。

・子音：父音 + 母音 1個 例) 가 갸

・單音：父音 + 母音 2個 例) 과 궈

・勁音：된시읏 例)  
・複音：子音 + 父音 例) 각 갹

・終聲(밧침)：ㄱ ㄴ ㄷ ㄹ ㅁ ㅂ ㅅ ㅣ ㅇ ：ただし、「ㄷ」は使われず、「ㅅ」のみ使用する(韓-13)。

20) 本書では「보담 부텀 마당」は使われていない。
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(韓-39) 붓슬 (韓-251) 슬

　◎ その他の助詞
(韓-35) 뎐에 (韓-32) 어늬곳에 (韓-102) 갑세　 (韓-32)　뉘안테를  
(韓-32) 찬구에게 (韓-31) 우리게는 (韓-35) 뉘게 (韓-32) 어른
(韓-91) 서울셔 (韓-41) 어듸셔 (韓-49) 뎌기셔 (韓-90) 우리뎐에셔는

(韓-157) 우리와 (韓-145) 우물물과 (韓-31) 의고

(韓-75) 말으로 (韓-74) 이리로 (韓-84) 것스로 (韓-80) 집안일노

(韓-56) 것보다 (韓-74) 뎝부터 (韓-88) 언제지든지

(韓-76) 누구더러 (韓-84) 멧칠만 (韓-46) 아모일도 (韓-112) 남의 닙

(韓-119) 사다

3.4. 用言の活用および終結語尾

3.4.1. 用言の分類

本書では用言の語幹の最終音を「語尾」と呼び、最終音が母音の場合を第一類、子音21)

の場合を第二類、不規則活用の場合を第三類と分類し、名詞においても同様の分類で説明

している。<表3>と<表4>は附録の一部をまとめたものである。本書の用言の活用形をみる

と現代韓国語における大部分の変則用言の活用と同様であるが、現代語において「ㅂ変則

用言」は正則の活用をする点が目立つ22)。

<表3> 動詞の活用表

<表4> 形容詞の活用表

次の<表5>は動詞終止法の分類であるが、大過去に「ㅅ십드니다」24)が使われている点

21) 本書では「父音」となっている。

22) 著者の方言の影響と思われるが、本書では「굽다(炙ル) 볍다 눕다」を除いて現代語の「ㅂ変則用言」が正則の活

用をする。本書で「ㅂ変則」の活用を示す語形は以下の通りであるが、「굽다 눕다」は正則活用もみられる。

(韓-122) 누어 /(韓-114) 눕을 (韓-173) 굽을 /(韓-282) 구어라 (韓-294) 벼을

23) 語幹末子音が「ㄹ」である場合のみで、現代の他の不規則用言は含まれていない。

24) 同時期の李海朝(1869年∼1927年)の新小説「枯木花」(1907年)には「갓습더닛가」、「雙玉笛」(1911年)には「라

가셧습더닛가」という表現がみられ、鮮于日の「杜鵑聲」(1912年)にも「웨 왓습더닛가」の表現がみられる。

普通法の語尾(最終音) 未定法 現在 過去 未來 命令

第一類
第一種 ㅑㅓㅕㅗㅛㅜㅠㅡㅣ 볼 見

불늘 呼ブ 

보오

불느오

보앗쇼

불넛쇼

보겟쇼

불느겟쇼

보아라

불너라

第二種 ㅏㆍ 갈 往ク 가오 갓쇼 가겟쇼 가라

第二類

第一種 ㄱㄴㄹㅁㅂ 먹을 喰ヘル 먹쇼 먹엇쇼 먹겟쇼 먹어라

第二種 ㅅ

무들 着ク

무를 問フ

나을 癒ル

우슬 笑フ

구울 炙ル

뭇쇼

뭇쇼

낫쇼

웃쇼

굽쇼

무덧쇼

무럿쇼

나앗쇼

우섯소

구엇쇼

뭇겟쇼

뭇겟쇼

낫겟쇼

웃겟쇼

굽겟쇼

무더라

무러라

나아라

우서라

구어라

第三類 不規則變化23) 알 知ル 아오 알앗쇼 알겟쇼 알아라

普通法の語尾(最終音) 未定法 現在 過去 未來

第一類
第一種 ㅑㅓㅕㅗㅛㅜㅠㅡㅣ 클 大イ

풀 痛イ 

크오

아푸오

컷쇼

아펏쇼

보겟쇼

아푸겟쇼

第二種 ㅏㆍ  冷イ 오 찻쇼 겟쇼

第二類

第一種 ㄱㄴㄹㅁㅂ 곱을 美シイ 곱쇼 곱앗쇼 곱겟쇼

第二種 ㅅ 구블 (曲ル)

벼을 輕イ

굽쇼

볍쇼

구벗쇼

벼엇쇼

굽겟쇼

볍겟쇼

第三類 不規則變化 길 長イ 기오 길엇쇼 길겟쇼
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が目立つ。

<表5> 動詞終止法の活用表(韓-28)

<表6> 獨立動詞的終止法活用表(韓-41)および助動詞的終止法活用表(韓-42) 

3.4.2. 平叙形語尾

本書では平叙形語尾として「올시다、니다/늬다/리다、쇼、오/요、다」などが使われ、

「외다　나이다」などは使われていない。次は平叙形語尾の例である。

　◎ 올시다 

(韓-46)　져 일본 친구가 쥰 것시올시다

　◎ 니다/듸다

(韓-45)  것슨 뎌 쟝갑입드니다

(韓-50) 일본셔 온 친구를 보러 갓십드니다

(韓-47) 일본 버선 양슈건들은 뎌 집에셔도 팝드니다

(韓-46) 녜, 사올 것시 잇셔셔 가지고 갑니다

(韓-49) 나는 어제 시골셔 왓십니다

(韓-50) 몰 오젼에 온다고 엿십느니다

(韓-57) 아모 것시라도 쳐음은 어렵어도 나죵이 십느니다

(韓-119) 사다 다 느닛가 나 실어는 것시라고 남을 흉볼 것슨 아닙느니다

(韓-55) 오늘도 일긔가 됴읍니다

(韓-23) 그 은 뎌 의들 것십듸다

(韓-35) 그 사은 집이 됴션 서울입듸다

(韓-61) 한어라고 는 이 말도 올코 다고 듸다

(韓-47) 우리는 물건을 몰너셔 못 사겟십듸다

　◎ 리다

(韓-51) 이 음에 와셔 보이리다

(韓-51) 무엇 못될 것도 업시리다

(韓-62) 당신은 말도 몰으고 일본 가셔는 죰 어렵으리다

　◎ 오, 요

(韓-21) 그것슨 교의요

(韓-23) 것슨 양먹이오

(韓-39) 뎌 어른 드리랴고 오

　◎ 쇼

未定法 現在 過去 大過去 未來 過去未來

올 오오 왓쇼 왓십드니다 오겟쇼 왓겟쇼

갈 가오 갓쇼 갓십드니다 가겟쇼 갓겟쇼 

업슬 업쇼 업셧쇼 업셧십드니다 업겟쇼 업겟쇼 

잇슬 잇쇼 잇셧쇼 잇셧십드니다 잇겟쇼 잇겟쇼

계실 계시오 계셧쇼 계셧십드니다 계시겟쇼 계셧겟쇼

獨立動詞的終止法活用表 助動詞的終止法活用表
現在 過去 未來 現在 過去 未來 命令

普通式 
問 오(요) ㅂ드닛가

ㅂ딋가
겟쇼(릿가)

普通式 
問 오(쇼) ㅅ쇼 겟쇼(릿가) 오

答 오(요) ㅂ드니다

ㅂ듸다
겟쇼(리다) 答 오(쇼) ㅅ쇼 겟쇼(리다)

尊敬式 
問 ㅂ닛가 ㅂ드닛가 겟십닛가

尊敬式 
問 십닛가 셧십닛가 겟십닛가 ㅂ시오

答 ㅂ니다

올시다

ㅂ드니다

ㅂ듸다
겟십니다 答 ㅂ니다 ㅅ십니다 겟십니다

對下等式
問 냐 드냐 겟느냐

對下等式
問 느냐

ㅅ느냐

ㅅ드냐
겟느냐 라

答 다
드라

드니라
겟다(리라) 答 ㄴ다

ㅅ다

ㅅ드라
겟다
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(韓-40) 뎌 어른이 쥬셔셔 것시 되엿쇼

(韓-40) 우리는 집에 무신 일이 잇셔셔 못 가겟쇼

　◎ 다

(韓-228 혹 도젹질이나  것시 아닌지 몰느겟다

(韓-229 그것시 의논이다

3.4.2. 疑問形語尾

本書では次のような多様な疑問形語尾が使われている。また、疑問形語尾「-가:-고」の

対立は使われていない。

　◎ 닛가/릿가/듸가

(韓-24) 이 교의가 노형것십드닛가?
(韓-50) 간밤에는 어듸 가셧십드닛가?
(韓-45) 그 은 무엇 실 것십닛가?
(韓-46) 뎌 냥반은 무엇 러 서울 가십닛가?
(韓-46) 거긔 온 이는 무신 일이 잇다고 딋가?
(韓-46) 당신은 뎌긔 아모일도 아니 계시겟십닛가?
(韓-61) 됴션 어학에는 무신 이 됴읍드닛가?
(韓-57) 가 됴타고 든 먹은 엇더 드닛가?
(韓-62) 잇다가 어듸 가라고 시는 것슨 무신 신부름입닛가?
(韓-69) 르쳐 드리릿가? 

　◎ 오

(韓-21) 뎌것슨 무엇시오?
(韓-23) 당신것슨 무신 먹이오?
(韓-32) 져 사은 뉘안테를 가오?
(韓-40) 당신은 뎌 사을 어듸셔 알아 계시오?
(韓-50) 당신은 직금 쳐음 오셔 게시오?
(韓-46) 그 시표가 당신 것시라고 셧지오?

　◎ 쇼

(韓-23) 이것들은 뉘 이겟쇼?
(韓-39) 그 은 우에 가지고 오셧쇼?
(韓-80) 샹 우에 둔 연필은 세에셔 가 업시니 뉘가 썻쇼?

　◎ 냐

(韓-149) 네 손에 무든 것슨 먹이 아니냐? 
(韓-61) 이 너는 요 무신 닥에 학교에도 아니가느냐?
(韓-67) 이 너는 거긔 잇는 그 옷슬 죰 방에 들여 노아 쥬겟느냐?
(韓-251 너는 우에 그리 느리냐? 

3.4.3. 命令形語尾

本書では極尊稱の「-쇼셔」は使われず、「-시오、-오、-라」が使われている。

　◎ 시오

(韓-62) 죰 보이시오

(韓-65) 그 글씨를 쓴 후에는 이글도 읽어 보시오

(韓-198 녜 무겁든지 볍든지 삭이닛가 각여 주십시오

(韓-149) 그러면 지나시는 길이니 그  들너 쥬시오

　◎ 오      

(韓-132) 무명도 두세필 쓸 터이니 죰 구경 시키오

(韓-138) 셧루는 것스로 밧고아 쥬오

(韓-183) 언졔부터 엇더케 펏다고 분명게 말을 오

　◎ 라

(韓-76) 누구더러든지 무러 보아라

(韓-124) 이것슨 급 편지니 죰 멀지마는 거름에 갓다 오나라
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(韓-275) 가가라

3.4.4 勧誘形語尾

本書では勧誘形語尾として「읍시다/ㅂ시다」が使われている。

(韓-60) 나도 죰 봅시다

(韓-80) 티 갑시다

(韓-85) 이것슨 무엇신지 거쥭에 싼 종의는 풀어 버립시다

(韓-210 그 뉴리등은 위니 뎌에 사 아니 갈 데에 노읍시다 

5. 終わりに

本稿では1906年に日本人のための朝鮮語学習書として、日本に亡命していた韓国人の安

永中(1870年～1910年)により松雲堂で発行された『韓語』に現れる韓国語を分析し、開化

期の韓国語の特徴を概観した。著者は卷頭の「例言」で、本書は専ら日本人の朝鮮語学習

のために古籍や自分の研究等により編纂し、日本語文法に依ることと、用言の活用のよう

に変化の多い用法の習得に重点をおき、会話文も重視していることを示している。

本書は誤字も少なく、開化期の識者層の韓国語をよく反映している点で開化期の韓国語

の資料として価値をもつといえる。今後、明治期の他の朝鮮語学習書や韓国人のための日

本語学習書を考察することで、現代韓国語の形成過程をより明らかにできると期待され

る。
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